




《 第５０回 総会 》

　藤沢市企業等環境緑化推進協議会の第５０回総会を、令和５年５月１６日（火）に

藤沢市役所本庁舎8階８‒１、８‒２会議室にて開催いたしました。

　令和４年度の事業報告、決算報告及び監査報告、令和５年度役員の改選、

事業計画及び収支予算が承認され、無事に審議を終えました。

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（事務局　記）

　令和５年度のブロック会議は、令和５年１２月１日（金）に藤沢市役所本庁舎３階３－３会議室にて開催し、
１２社１４名が出席しました。議題は、本年度の事業経過報告、予算執行状況、予定している来年度の
各事業等についてで、出席した会員が２つのグループに分かれ、各グループの意見交換が行われました。
意見交換後には討議内容を各グループの代表者が発表し、次年度の各事業に反映することとしました。
各グループにおいて、盛んに議論され、発表では様 な々意見が挙がり、とても有意義な会議となりました。

（事務局　記）

　藤沢の緑を守り育て、市民による「緑と花いっぱい運動」をさら
に推進していくことを目的とし、「藤沢市みどりいっぱい市民の会」「藤
沢市」「当協議会」の3者共催で開催しており、今年で42回目を迎
えました。（会場：藤沢公民館・労働会館等複合施設Fプレイス）
　令和５年度「緑と花のまちづくり」表彰式では、緑と花いっぱい
功労者や各種コンクール（標語、緑と花のまちづくり、学校花だん、
ポスター）において優秀賞・最優秀賞を受賞された方々にご来場
いただき、各作品の発表と表彰を行いました。受賞者インタビュー
では作品の背景やコンクールへの想いを伺い、市民の皆様や未来
を担う子供たちの言葉からあらためて藤沢市の緑と花の魅力を再認
識する機会となりました。その後の緑化セミナーでは、遠藤笹窪谷
公園の自然環境の紹介や花壇づくりのアドバイスなどを講義いただ
き、緑化への関心を深めることができました。来年度も引き続き、
会員の皆様のご協力をお願いいたします。

（東レ株式会社基礎研究センター　半谷　記）

《 ブロック会議 》

《 第４２回 藤沢市緑と花いっぱい推進の集い 》

令和5年11月11日（土）
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令和５年７月６日（木）に本年度の視察見学会及び緑化技術講習会を藤沢市遠藤笹窪
谷公園にて実施いたしました。１２社１４名が参加し、講師はみどり保全課・自然生
態専門員の石田聡が務めました。汗ばむ陽気の中、公園内を散策した後、涼しい
室内で生物多様性やSDGｓについての講習を受講しました。　　　　  （事務局　記）

　藤沢市の３大谷戸の１つでもあり、生態学的にも市内トッ
プクラスの良好な自然環境を保有している貴重な公園を訪
問させていただきました。
　山道を少し歩き進めると、街の喧騒を忘れさせてくれる
豊かな里山の景色が広がっていました。
　園内散策の際は、虫取り網を各自１本配られ、自由に昆
虫を捕まえるという貴重な体験をさせていただきました。大
人になり虫取り網を持って、実際に捕まえるということに、
最初は戸惑いも感じましたが、いつの間にか童心に帰った
ように、暑さや時間が経つのを忘れ夢中で採集をしていま
した。（数種類のトンボ、トノサマバッタ、モンキチョウなど）
　遠藤笹窪谷公園は、藤沢市の中で最も豊かな自然が残
されている場所です。みなさんも一度、ご家族で足を運び
昆虫採集体験をされてはいかがでしょうか。楽しい思い出
の 1ページを描くことができると思います。

（オイレス工業株式会社藤沢事業場　槁本　記）

　全員が童心に帰った視察の後は、生物多様性サ
テライトセンターにおいて、「生物多様性とはなにか？
SDGｓとの結びつき」についての講習となりました。
先ず生物多様性とは“地球には色んな種類の生き物
がいる” その中で・生態系の多様性。・種（種間）
の多様性。・種内（遺伝子）の多様性の３つに区
分される事。またそのそれぞれの多様性についての
危機。そしてそれらの生物多様性を持続するために
SDGｓ目標15である“陸の豊かさも守ろう”との結び
つきが重要であり、我々に課せられた課題である事
を学びました。後半は“気候変動の急加速化”の影

響を受け倒木など
の被害を受けた
森の回復活動が
行われている事の
説明を受けまし

視察見学会及び緑化技術講習会

た。もはや近年における気候変動は人災と言っても
過言では無く、ＣＯ2削減が急務であり地球全体で取
り組んでいる課題です。弊社においても2030年まで
に2013年度比50%削減をコミットし、現在全社を上
げて取り組んでいます。
　今回の座学は限られた時間でしたので、正直全
てを理解できたとは言えませんが少なくとも“理解し
てから行動する”のではなく“行動しながら理解し学
ぶ”ことも時には重要であると感じました。業務以外
でも日頃の行動や生活等、今一度振り返り豊かな自
然環境が持続出来るよう小さな事でも積極的に取り
組んで行きたいと改めて自己啓発させて頂いた講習
でした。
　　　 （いす 自ゞ動車株式会社藤沢工場　森　記）
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